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ゆたかな心をはぐくむ
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電子黒板を使って自分の考えを説明する児童
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人権啓発標語 「不安なとき　いつも私が　そばにいる」

「福祉体験活動」 菊陽南小学校　５年　鈴木　柊
しゅうすけ

祐（現在６年生）

　ぼくは、福祉について学
んでいます。その中で、福
祉体験活動をしました。
　ぼくが心に残ったのは、
高れい者ぎじ体験です。
　この体験では、目もあま
り見えず、耳もほとんど聞
こえず、おもりを手や足に
つけ、ねこぜの状態で歩き
ました。介助をしてくれた
友だちの肩に手を置いてい

ないと、ぼくはとても不安でした。
　「次は、階段ですよ。」などと言ってもらいながら、
階段を上り下りしました。足も手もあまり動かない状
態だったので、歩くのがやっとでした。
　他にも、視覚障がいぎじ体験では、タオルで目かく
しをすると目が全く見えず、ふだん何気なく通ってい
る廊下や階段でも、つえを使いながらすすみました。
高れい者ぎじ体験と同じように、介助してくれた友だ
ちの肩に手を置かないと進めませんでした。と中から
どこがどこかわからなくなっていき、とてもこわかっ
たです。
　他にもいろいろ体験をしたのですが、これらの体験
で、いつも使っている耳や目が、たった一つでも失っ

たり使えなくなったりすることで生活がとても大変に
なることがわかりました。
　だからこそぼくは、何か困っている人を見かけたら、
少しでも多くの人を手伝いたいと思います。
　ぼくは、
「障がいがあるから、かわいそう。」
ではなく、
「何か困っていないかな。」
と考えることが大切だと思うようになりました。もし、
行動には移せなくても、まずは、「何か困ってないか
な」と考えていこうと思います。
　ぼくは、自分にできることをできるだけ、自分の手
の届くはんいのことにアンテナを張り、しっかり考え、
行動していきたいです。

（先生から）「自分は、すぐにほかの人に流されてしまって、
しっかり自分の考えを通すことができない。」と
自分のことを振り返っていた柊祐さん。自分に
自信が持てずに、進んで自分の考えを伝える
ことはどちらかというと苦手のようでした。し
かし、あらゆる学習に真剣に取り組むことで、
しっかりと考え、自分の思いを進んで前向きに
伝えるようになっています。なりたい自分にな
ろうとしている姿がステキです。

菊陽中部小学校　６年　小田　朱
あか

莉
り
（現在中学１年生）

菊陽町人権カレンダーを
作製しました

　今年度の人権カレンダーを作製しました。表紙と裏表紙は
保育園児の描いた「生活画」で、月毎に小学校・中学校の子
どもたちの人権啓発標語やポスターを掲載しています。子ど
もたちの人権に対する思いや願いをカレンダーを見ながら共
有できたらと思います。2020年ま
で使用できますので、必要な場合は
人権教育・啓発課にお問い合わせく
ださい。

令和元年度
特設無料人権相談

　人権擁護委員による「無料人権相談」が３
回行われます。相談は無料で秘密は固く守ら
れますので、ご相談ください。
■時間　午前10時～午後３時

回 日時 場所

１ ６月３日㈪
武蔵ヶ丘コミュニティ
センター
（１階：ラウンジ）

２ ９月２日㈪ 中央公民館
（１階：団体事務室）

３ 12月２日㈪ 西部町民センター
（１階：地域センター）

　昨年度末、菊陽町の全小中学校の教室に電子黒板、拡大投影

機、授業用ノートパソコンが導入されました。本校でも各教室

や特別教室に配置し、早速授業などでの活用が始まっています。

　６年生の算数の授業では、デジタル教科書を用いて、条件に

合った道順を考えたり、所要時間を見積もったりする学習を行

いました。授業の後半には、児童自らが電子黒板を使って分か

りやすく説明するなど、学習効果も高まっています。

　今後もさまざまな場面や教科で活用し、児童の学力向上へと

つなげていきます。

ICT教育で学力アップ

武蔵ヶ丘小学校

チャレンジ福祉体験


